
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
価

格
を
、
新
た
に
、
市
場
価
格
に
一

定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
上
乗
せ
し
て

交
付
す
る
制
度
（
通
称
「
Ｆ
ｅ
ｅ

ｄ
－
ｉ
ｎ
－
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
：

Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
）
が
追
加
さ
れ
る
予

定
。
」

諸
外
国
で
は
、
送
電
と
配
電
は

区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
こ
れ
ま

で
、
送
配
電
は
一
体
不
可
分
の
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
配
電
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
般
送
配
電
事
業
者
が
主
と
し
て

管
理
・
運
営
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
地
域
配
電
」
に
つ
い

て
は
、
自
前
で
配
電
線
（
い
わ
ゆ

る
「
自
営
線
」
）
を
敷
設
す
る
し

か
、
事
実
上
、
実
施
す
る
方
法
が

な
か
っ
た
。
一
方

で
、
自
営
線
敷
設
に

は
多
額
の
設
備
投
資

を
要
す
る
。
そ
の
た

め
、
新
規
参
入
は
限

定
的
で
あ
っ
た
。

台
風
15
号
・
19
号

に
よ
る
被
災
の
前
を

思
い
返
し
て
み
る

と
、
そ
の
一
年
前
の

北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
お
い
て
は
、
Ｅ

Ｖ
か
ら
の
放
電
で
電

気
を
自
給
し
た
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
の
事
例

な
ど
が
よ
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
。
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う

観
点
に
お
い
て
、
太

陽
光
な
ど
の
自
立
分

散
型
電
源
か
ら
充
電

可
能
で
、
か
つ
家
庭

（
Ｖ
２
Ｈ
）
や
系
統

（
Ｖ
２
Ｇ
）
な
ど
多

様
な
設
備
に
放
電
可

能
な
Ｅ
Ｖ
は
、
電
力

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と

い
う
観
点
で
、
非
常

に
重
要
な
ピ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
が
、
広
く

確
認
さ
れ
た
の
で
あ

る
。今

後
、
配
電
事
業

の
ラ
イ
セ
ン
ス
化
に

よ
っ
て
、
一
般
送
配

電
事
業
者
が
管
理
す

る
配
電
網
で
あ
っ
て

も
、
民
間
の
配
電
事

業
者
が
特
定
地
域
の

配
電
網
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
自
動

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
地
域
の
配
電

事
業
者
と
な
り
、
自
前
の
充
放
電

設
備
と
Ｅ
Ｖ
に
よ
っ
て
災
害
時
の

電
力
供
給
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と

も
現
実
に
可
能
と
な
る
。
「
送
電

広
域
化
、
配
電
分
散
化
」
が
世
界

的
な
潮
流
で
あ
る
が
、
配
電
分
散

化
と
Ｅ
Ｖ
普
及
に
よ
っ
て
、
地
域

で
は
自
動
車
関
連
イ
ン
フ
ラ
（
自

動
車
メ
ー
カ
ー
、
自
動
車
デ
ィ
ー

ラ
ー
、
カ
ー
シ
ェ
ア
等
）
と
電
力

イ
ン
フ
ラ
の
融
合
が
進
む
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

２
０
２
０
年
２
月
25
日
、
「
強

靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体

制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事

業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
本
閣

議
決
定
に
伴
い
、
現
在
審
議
中
の

第
２
０
１
回
通
常
国
会
に
お
い

て
、
電
気
事
業
法
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
通
称

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
」
）
及
び
独
立
行
政

法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
法
（
通
称
「
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
法
」
）
の
改
正
案
が
審
議
さ

れ
る
予
定
だ
。

本
改
正
案
は
、
昨
年
の
台
風
15

号
・
台
風
19
号
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
背
景
に
、
昨
年
下
期
か
ら
取

り
ま
と
め
が
加
速
し
た
も
の
で
あ

り
、
特
に
電
気
事
業
法
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ

法
の
改
正
案
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ

う
。
電
気
事
業
法
の
改
正
で
は
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の
観
点
か

ら
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
系
統
増
強

（
個
別
の
発
電
所
の
要
請
に
応
じ

て
系
統
増
強
を
考
え
る
「
プ
ル

型
」
の
考
え
方
と
対
比
し
、
洋
上

風
力
な
ど
の
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
考
慮
し
て
能
動
的
に
系
統
増
強

を
行
う
こ
と
を
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」

と
呼
ぶ
。
）
を
可
能
と
す
べ
く
、

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
に
当
該
業
務
を
追
加

す
る
内
容
だ
。
ま
た
、
託
送
料
金

に
は
「
レ
ベ
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
プ
」

制
度
を
導
入
し
、
収
入
上
限
額
の

範
囲
内
で
事
業
者
の
創
意
工
夫

（
主
に
コ
ス
ト
効
率
化
）
に
よ
っ

て
、
「
収
益
」
を
企
図
さ
せ
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
す
る
。
さ

ら
に
、
災
害
時
等
に
、
特
定
エ
リ

ア
内
で
小
型
の
分
散
型
電
源
を
活

用
し
、
緊
急
時
に
独
立
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
地
域
配
電
網
を

運
営
で
き
る
よ
う
に
、
配
電
事
業

を
法
律
上
位
置
付
け
る
と
い
っ
た

措
置
が
行
わ
れ
る
。
（
同
時
に
審

議
さ
れ
るFIT

法
改
正
案
で
は
、

段野
だ ん の

孝一郎
こ う い ち ろ う

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
ディレクタ／プリンシパル

電気事業法改正の行方～なるか配電の分離～
（
次
回
は
●
月
●
日
に
掲
載
し

ま
す
）


